顧客って何だろう？

顧客って何だろう？
皆さんは、当然ご存知事だと思いますが、ここであらためて顧客が誰であるかということを定義してみました。

顧客とは、ISO 9001の定義によれば、製品提供先、原料供給元、株主・利害関係者、従業員も含みます。

ありていに言えば、お金を出してくれる人が顧客なのですが、顧客には直接的な顧客と間接的な顧客が存在します。だからと言って、会社から給料を貰っているから会社の経営者が顧客である考え方には注意が必要です。その給料の源流はどこなのかを常に考えなければいけません。
１．技術職の場合

①直接の顧客

・委託先、派遣先等の当社に仕事を発注する企業

・当社の提供する製品、サービスを購入する消費者

②間接の顧客

・委託先、派遣先の企業が製造した製品を購入する消費者

・当社に製品、サービスを提供する企業

なので、技術職の人は自分の業務の意味・意義を十分に納得して製造したものに誇りと責任を持たなければならない。
→自分の製造した製品に誇りを持てない様な仕事をしないように！

２．一般職の場合

①直接の顧客

・委託先、派遣先等の当社に仕事を発注する企業

・当社の提供する製品、サービスを購入する消費者

②間接の顧客

・当社に製品、サービスを提供する企業

・委託先、派遣先の企業で業務に従事する技術職の従業員

・当社内で製造業務に従事する技術職の従業員

・従業員または従業員の家族

・株主ならびに当社の提供するサービスを受ける利害関係者
なので、一般職の人は従業員が安心して業務に従事できるようにしなければならない。
また、技術職の上司・営業は、技術職の人に、これから、あるいは現在従事している業務の意味・意義を十分に納得させなければなりません。

→一般職の給料は、技術職の稼ぎから出ているのを心得ましょう！

３．経営者の場合

①直接の顧客

・当社に製品、サービスを提供する企業

・委託先、派遣先等の当社に仕事を発注する企業
・当社の提供する製品、サービスを購入する消費者

・株主ならびに当社の提供するサービスを受ける利害関係者

②間接の顧客

・委託先、派遣先等の当社に仕事を発注する企業の提供する製品、サービスを購入する消費者

・委託先、派遣先の企業で業務に従事する技術職の従業員

・従業員または従業員の家族

なので、経営者は消費者や株主・利害関係者、加えて従業員の利益のバランスを保つようにしなければならない。

→経営者の報酬は、株主だけではなく、従業員の稼ぎから出ているのを心得ましょう！

以上の様に、直接の顧客の後ろには間接の顧客という大きな存在がある。

従業員も社会生活では、当社の顧客である。従業員が今現在行っている業務が最終的に誰のためになるのかを常に意識しなければならない。（回りまわって知らない内に自分の製造した製品を購入しているかもしれない）

有名な話に、ある旅人が石を積んでいる人達に、「あなたは何をしていますか？」と尋ねると、その人は「石を積んでいる」と答えました。また別の人に「あなたは何をしていますか？」と尋ねると、「教会を造っています」と答えました、また別の人に尋ねると、「村の人達に癒しを与える場所を作っている」と言うのがあります。

この三人の内で、誰が志が高くてやりがいのある仕事をしているのかは、言わなくても判るはずです。皆さん、志の高いやりがいがある仕事をしましょう。

プロサッカーやプロ野球のチームが熱烈なサポーターやファンに支えられているように、当社も当社を支持してくれる顧客全体を常に意識して顧客の心をつかみ続ける必要がある。

以上
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